
　

第
52
回
市
民
俳
句
大
会
が
２
月
11
日
、
子
規
記
念
博
物
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
募
集
句
１
７
３
４
句
、
当
日
句
２
４
６
句
か
ら

特
選
（
59
句
）
に
選
ば
れ
た
句
の
う
ち
、
市
内
の
人
の
句
を
紹
介

し
ま
す
。
●
は
複
数
の
選
者
に
選
ば
れ
た
句
で
す
。
（
敬
称
略
）

約260人が当日参加した市民俳句大会

市
民
俳
句
大
会

市
民
俳
句
大
会

第52回

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
参

画
ま
ち
づ
く
り
課
☎
９４８
６
９
６

３
・

９３４
３
１
５
７
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
企
画
戦

略
課
☎
９４８
６
９
４
３
・

９３４
１

８
０
４
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

子
規

記
念
博
物
館
☎
９３1
５
５
６
６
・

９３４
３
４
１
６
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
モ

デ
ル
都
市
推
進
課
☎
９４８
６
４
３

７
・

９３４
１
８
６
１
へ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
☎
９３３
７
３

７
３
・

９３３
０
１
３
１
へ

　

富
士
い
つ
も
視
野
の
ど
こ
か
に

冬
用
意板

倉　

裕
子（
御
幸
一
丁
目
）

●
離
郷
五
十
年
花
枇
杷
に
夕
日
差

す

西
川　

慶
子（
西
長
戸
町
）

　

戦
場
を
知
ら
ず
真
冬
の
鳩
の
群

岡
本　

典
子（
石
手
五
丁
目
）

　

初
句
会
名
乗
り
し
人
に
沸
き
に

け
り近

藤　

美
代
子（
久
米
窪
田
町
）

●
竹
箒
放
り
出
し
た
る
寒
さ
か
な

北
村　

知
江（
柳
原
）

　

真
四
角
の
角
の
き
れ
い
な
新
豆

腐

渡
部　

越
子（
三
杉
町
）

　

亡
き
母
の
特
等
席
よ
小
春
縁

得
居　

啓
子（
北
条
辻
）

　

藍
染
の
藍
極
ま
り
ぬ
寒
の
水

黒
田　

操（
光
洋
台
）

　

ゆ
づ
ら
れ
し
席
を
ゆ
づ
り
て
暖

か
し

宮
内　

キ
ヨ
ミ（
平
田
町
）

　

ど
こ
か
ら
も
見
え
て
父
の
木
寒

晴
る
る好

井　

道
子（
衣
山
二
丁
目
）

　

母
よ
り
も
父
が
恋
し
や
紅
葉
酒

佐
伯　

和
子（
平
和
通
一
丁
目
）

●
マ
ス
ク
と
り
秘
密
保
護
法
論
じ

合
ふ

長
谷
川　

雅
男（
浄
瑠
璃
町
）

　

着
ぶ
く
れ
て
と
き
め
き
と
い
ふ

忘
れ
物

米
田　

智
恵
子（
居
相
四
丁
目
）

　

こ
こ
も
ま
た
地
球
の
真
中
冬
菜

畑

和
泉　

厚
子（
此
花
町
）

●
大
根
稲
架
海
を
隠
し
て
了
ひ
け

り
長
山　

芳
子（
高
砂
町
四
丁
目
）

●
風
邪
寝
し
て
暮
し
の
音
を
聞
い

て
を
り

明
上　

淑
子（
府
中
）

●
大
根
稲
架
海
を
隠
し
て
了
ひ
け

り
長
山　

芳
子（
高
砂
町
四
丁
目
）

　

白
足
袋
に
秘
め
た
る
気
迫
矢
を

番
ふ赤

津　

正
夫（
余
戸
中
五
丁
目
）

●
北
吹
き
ぬ
け
り
難
聴
の
耳
二
つ

清
水　

花
子（
祓
川
一
丁
目
）

　

紙
漉
く
を
天
職
と
し
て
村
に
老

ゆ

石
川　

典
子（
祝
谷
二
丁
目
）

　

退
院
の
妻
に
今
年
の
米
を
磨
ぐ

井
上　

征
郎（
南
江
戸
四
丁
目
）

　

葛
湯
吹
く
忘
れ
上
手
は
生
き
上

手

平
尾　

京
子（
畑
寺
町
）

●
北
吹
き
ぬ
け
り
難
聴
の
耳
二
つ

清
水　

花
子（
祓
川
一
丁
目
）

　

拓
き
た
る
大
地
夕
日
の
も
ろ
が

へ
り渦

岡　

く
み
子（
岩
崎
町
一
丁
目
）

●
マ
ス
ク
と
り
秘
密
保
護
法
論
じ

合
ふ

長
谷
川　

雅
男（
浄
瑠
璃
町
）

●
離
郷
五
十
年
花
枇
杷
に
夕
日
差

す

西
川　

慶
子（
西
長
戸
町
）

　

蓮
の
骨
ざ
ん
ば
ら
胸
に
反
戦
歌

河
原　

み
ど
り（
南
高
井
町
）

●
竹
箒
放
り
出
し
た
る
寒
さ
か
な

北
村　

知
江（
柳
原
）

●
風
邪
寝
し
て
暮
し
の
音
を
聞
い

て
を
り

明
上　

淑
子（
府
中
）

　

も
う
風
を
選
べ
ぬ
色
の
枯
芙
蓉

真
部　

伸（
余
戸
東
四
丁
目
）

　

ゆ
つ
く
り
歩
こ
ま
つ
す
ぐ
歩
こ

深
雪
晴

渦
岡　

く
み
子（
岩
崎
町
一
丁
目
）

　

薄
氷
を
踏
ん
で
少
年
反
抗
期

原
田　

和
子（
北
条
辻
）

　

足
湯
し
て
大
寒
の
骨
ゆ
る
め
を

り

井
上　

か
ず
子（
権
現
町
）

　

七
曜
の
静
か
に
早
し
桜
の
芽

忽
那　

早
苗（
高
井
町
）

　

山
よ
り
も
海
よ
り
も
人
春
め
け

り
徳
本　

ル
リ
子（
竹
原
二
丁
目
）

募
集
句

募
集
句

　

福
谷　

俊
子 

選

　

髙
岡　

周
子 

選

　

江
崎　

紀
和
子 

選

【
日
時
】
①
毎
月
第
１
日
曜
日

（
平
成
28
年
１
月
は
10
日
）
10
時

～
11
時
30
分
②
毎
月
第
２
・
４
木

曜
日
13
時
30
分
～
15
時
③
毎
月
第

３
木
曜
日
13
時
30
分
～
15
時

【
会
場
】
①
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

（
若
草
町
）②
ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ

ザ
、
北
条
支
部（
中
西
外
）、
中
島

支
部（
中
島
大
浦
）③
偶
数
月
＝
石

井
支
所
、
奇
数
月
＝
三
津
浜
支
所

【
対
象
】
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ

る
60
歳
以
上

【
申
し
込
み
】
当
日
受
け
付
け

※
詳
細
は
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

m-silver.sakura.ne.jp/ 

を
ご
覧

く
だ
さ
い

【
日
時
】
４
月
13
日
㈪
～
無
く
な

り
次
第
終
了

【
配
布
場
所
】
環
境
モ
デ
ル
都
市

推
進
課
（
市
役
所
別
館
３
階
）
、

Re
・
再サ

イ
ク
ル来
館
（
空
港
通
一
丁

目
）
、
都
市
環
境
学
習
セ
ン
タ
ー

（
朝
日
ケ
丘
一

丁
目
）
、
支
所

【
対
象
】
市
内

在
住
ま
た
は
通

勤
・
通
学
し
て

い
る
人

※
「
緑
の
カ
ー

テ
ン
」
を
育
て

た
感
想
や
写
真

を
随
時
募
集
中

　

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

の
宝
く
じ
受
託
事
業
収
入
を
財
源

と
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

を
活
用
し
、
柳
原
区
（
河
野
地

区
）
で
地
域
の
秋
祭
り
の
際
に
使

用
す
る
だ
ん
じ
り
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
セ
ミ
ナ
ー

（1人1袋）

ヘ
チ
マ・ニ
ガ
ウ
リ
の

種
を
配
布
し
ま
す

平成26年度

宝
く
じ
助
成
事
業
で

祭
り
用
具
が

整
備
さ
れ
ま
し
た

宝
く
じ
助
成
事
業
で

祭
り
用
具
が

整
備
さ
れ
ま
し
た

助
成
金
で
整
備
さ
れ
た
だ
ん
じ
り

　

玉
井　

翠
陽 

選

　

有
光　

令
子 

選

　

木
下　

節
子 

選

　

杉
山　

望 

選

　

中
野　

匡
子 

選

　

相
原　

典
子 

選

　

重
信　

ト
シ
子 

選

　

中
矢　

利
麗 

選

　

林　

理
恵 

選

　

山
内　

和
子 

選

　

福
谷　

俊
子 

選

　

玉
井　

翠
陽 

選

　

木
下　

節
子 

選

　

武
市　

公
子 

選

　

丹　

経
子 

選

　

本
郷　

和
子 

選

　

渡
邊　

孤
鷲 

選

当
日
句

当
日
句

北
条
・
中
島
で
記
念
式
典
開
催

新「
松
山
市
」誕
生
か
ら
10
周
年

　

本
市
が
旧
北
条
市
、旧
中
島
町
と
合
併
し
て
10
周
年
を
迎
え
た
こ

と
を
記
念
し
て
、北
条
市
民
会
館
で
２
月
22
日
、中
島
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
で
３
月
８
日
、式
典
や
記
念
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
条
で
は
北
条
高
校
吹
奏
楽
部

に
よ
る
演
奏
、
な
ぎ
な
た
演
技
、

功
労
団
体
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
た

後
、
元
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー

ズ
監
督
・
古
田
敦
也
さ
ん
が
「
ス

ポ
ー
ツ
で
ま
ち
を
元
気
に
」
を

テ
ー
マ
に
ト
ー
ク
。
そ
の
中
で
、

古
田
さ
ん
は
野
球
殿
堂
入
り
し
た

こ
と
に
対
す
る
意
気
込
み
や
愛
媛

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
し
た
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
に
触
れ
た
ほ
か
、
新
た
に

整
備
さ
れ
た
北
条
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
、
「
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
前
に
開
催
さ
れ
る
プ
レ
大

会
の
誘
致
な
ど
に
活
用
し
て
ほ
し

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

中
島
で
は
第
11
回
中
島
文
化
祭

と
同
日
開
催
さ
れ
、
功
労
団
体
表

彰
の
後
、
中
島
に
由ゆ

か
り縁
の
あ
る
歌

手
・
坂
本
冬
美
さ
ん
の
ビ
デ
オ
レ

タ
ー
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
中
島
小
児
童
の
伝
統
芸
能

「
道
具
踊
り
」
や
中
島
保
育
園
児

の
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
最

後
に
は
島
の
観
光
宣
伝
大
使
・
し

ま
ぼ
う
を
は
じ
め
と
す
る
９
体
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
園
児
・
児
童
77

人
が
『
春
や
昔
』
を
合
唱
。

　

両
式
典
で
野
志
市
長
は
「
北

条
・
中
島
の
宝
を
活
用
し
て
、
市

民
が
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る

ま
ち
に
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

笑顔で語る古田さん
（北条地域）

子どもらの元気な合唱が会場に響き渡る
（中島地域）
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